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「既設落橋防止設計の手引き」（H17.3）の誤植について
（アンカーバー方式、緩衝チェーン方式の支圧応力度について）

平成22年10月

日本橋梁建設協会 保全委員会 保全技術小委員会

ピンと連結板の支圧応力度の照査では、支圧接触面の範囲を90度（-45゜～45゜）として

いましたが、当協会発刊の「鋼橋付属物の設計手引き」と相違しているため、この計算方法を

用いる場合は注意が必要となります。（次頁正誤表参照）

本冊子は既設橋梁に落橋防止システムを構築するにあたって参考となるように、設計方法の

一例を記述させていただきました。よって、本手引きは設計基準や設計標準などの拘束力のあ

るものではありません。したがいまして、使用される技術者の判断でより良い計算方法の採用

や、実験結果やFEM解析などによる、新しい考え方や評価方法を採用されることについて、何

ら妨げるものではありません。

― 以 上 ―



Ｐ８６

ピンとプレートの支圧応力度の算出において、支圧の接触範囲の
角度（θ）の考え方に誤りがあった。

「鋼橋付属物の設計手引き」 （日本橋梁建設協会） P134 別添

正・誤

該 当 頁

内 容

参 考 資 料

r2／ｒ1＝28.5/27.5＝1.06 → θ＝90゜の1/2が接触するものとする。

θ＝-22.5゜～22.5゜

2.680 177N/mm2

(r1＝27.5）

57 (r2＝28.5）

2.680
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「鋼橋付属の設計手引き」（日本橋梁建設協会）



Ｐ９７

ピンとプレートの支圧応力度の算出において、支圧の接触範囲の
角度（θ）の考え方に誤りがあった。

「鋼橋付属物の設計手引き」 （日本橋梁建設協会） P134 別添

正・誤

該 当 頁

内 容

参 考 資 料

r2／ｒ1＝32／30＝1.06 → θ＝90゜の1/2が接触するものとする。

θ＝-22.5゜～22.5 すなわち45゜

ｒ1＝30

ｒ2＝32

2.680

∑ｔ＝（25+25+25）＝75

補強板を25mmにup

404N/mm2

2.680

75mm
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「鋼橋付属の設計手引き」（日本橋梁建設協会）


